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●

て
頂
い
た
有
意
義
な
二
時
間
で
し
た
。

る
く
す
る
運
動
」

な
の
だ
と
、

教
え

解
し
て
頂
く
こ
と
が
、
「

社
会
を
明

え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
啓
発
し
、

理

を
決
意
し
た
人
た
ち
を
受
入
れ
、

支

し
た
。

地
域
の
人
た
ち
に
、

立
直
り

よ
り
、
「

更
生
保
護
～

立
直
り
を
支

　
罪
を
犯
し
た
人
が
立
直
る
た
め
に

間
ほ
ど
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

え
る
し
く
み
～
」

に
つ
い
て
約
一
時

こ
と
を
、

改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま

ら
を
受
入
れ
る
社
会
が
大
事
で
あ
る

立
直
り
に
む
け
た
努
力
、

そ
し
て
彼

は
、

先
ず
本
人
の
更
生
へ
の
決
意
と

の
サ
ポ
ー

ト
に
も

伯
企
画
調
整
課
長

保
護
観
察
所
の
佐

そ
の
後
、

和
歌
山

ま
し
た
。

い
る
こ
と
を
知
り

防
止
に
取
組
ん
で

力
を
注
ぎ
、

再
犯

区
ミ
ニ
集
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

山
市
加
太
の
集
会
所
に
於
い
て
「

地

な
り
ま
し
た
。
（

宮
本
・
記
）

画
調
査
課
長
の
「

検
察
庁
の
仕
事
」

　
内
容
は
、

和
歌
山
地
方
検
察
庁
企

し
ま
し
た
。

般
の
方
１
２
名
合
計
５
８
名
が
参
加

更
生
保
護
女
性
会
会
員
２
０
名
・
一

　
当
日
は
、

北
支
部
保
護
司
２
６
名

直
り
を
支
え
る
し
く
み
～
」

に
つ
い

佐
伯
課
長
か
ら
「

更
生
保
護
～

立
ち

を
約
４
０
分
。

和
歌
山
保
護
観
察
所

め
の
取
組
み
」

な
ど
に
つ
い
て
の
話

「

検
察
庁
に
お
け
る
再
犯
防
止
の
た

に
つ
い
て
と
、

統
括
捜
査
官
か
ら
は

　
余
談
で
あ
り
ま
す
が
、

開
催
直
前

集
会
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

者
に
と
っ

て
、

大
変
参
考
と
な
っ

た

　
私
た
ち
更
生
保
護
活
動
に
携
わ
る

に
終
了
し
ま
し
た
。

て
を
約
１
時
間
の
講
義
で
、

９
時
前

た

。
　
　
　
　

（
宮
本
・
記

）

を
頂
き

、
暑
さ
も
忘
れ
る
ほ
ど
で
し

か

っ
て
い
ま
す

」
等
の
激
励
の
言
葉

「
ご
苦
労
さ
ま
で
す

」
「
趣
旨
は
分

　
買
い
物
に
来
た
人
た
ち
か
ら
は

、

明
る
く
す
る
運
動
の
一
環
と
し
て

、

パ
ー

ム
シ
テ
ィ
の
ご
協
力
を
得
て
7

月
2
0
日
午
前
1
1
時
よ
り
同
店
に

お
い
て
街
頭
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
が

、
北
支
部
保
護
司
3
0
名
が

参
加

。
二
か
所
の
入
り
口
で

、
買
い

を
呼
び
か
け
ま
し
た

。

て
配
布
し

、
本
運
動
の
趣
旨
と
協
力

パ
ン
フ
レ

ッ
ト

』
な
ど
を
一
声
添
え

物
客
に

『
う
ち
わ
・
テ
ィ
ッ
シ

ュ
・

ら
な
い
こ
と
。

問
題
行
動

先
ず
は
受
入
れ
、

相
手
を
理
解
す
る

こ
と
に
努
め
る
こ
と
。

ま
た
、

相
手

し
た

。

　
当
日
は

、
大
変
暑
い
中
で
あ
り
ま

　
北
支
部
で
は
、

第
6
3
回
社
会
を

を
順
序
立
て
て
教
え
て
や

に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
っ

て
い
な
い
と
言
う
こ
と
を

　
７
月
２
５
日
午
後
７
時
か
ら
和
歌

す
る
な
ど
大
変
記
憶
に
残
る
集
会
と

な
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
発
生

に
な
っ

て
、

エ
ア
コ
ン
が
効
か
な
く

こ
と
を
分
か
っ

た
上
で
、

決
し
て
上
か
ら
目
線
で
叱

っ

て
く
だ
さ
い
。

相
手
が

理
解
し
て
初
め
て
指
導
す

大
切
・
・
・
。
』

　
先
生
の
子
供
達
へ
の
深

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

何
よ
り
信
頼
関
係
こ
そ
が

故
し
た
こ
と
が
悪
い
の
か

更生保護女性会中央ブロック研修会　：　８月３０日(金)　10:00～15:30　・　中央コミュニティー

東　支　部

西　支　部

南　支　部

北　支　部

を
起
こ
す
子
は
、

殆
ど
の

　・南支部役員会　：　９月２６日(水)　13:00～14:30  ・ 紀三井寺はやし　／　支部役員

い
愛
情
と
熱
い
思
い
が
心

場
合
、

親
か
ら
規
範
意
識

に
迫
る
講
演
で
し
た
。

少
年
た
ち
の
現
状
と
そ
の
関
わ
り
方

　・東支部役員会　：　９月１８日(水)　13:00～15:00 ・ サポートセンター  ／  支部役員

　・西支部県外研修　：　１０月８日(火)　・　京都刑務所　／　支部保護司有志

８月以降の和歌山保護司会等の予定表

和歌山市更生保護女性会

　　　和歌山保護司会
第２回保護司等代表者協議会及び和歌山県保護司会連合会理事会 ： ９月１１日(水)・保護観察所4階会議室　／　各支部支部長

保護司のためのＳＳＴ研修　：　９月１９日(木)～２０日(金)・大阪保護観察所会議室／和歌山保護司会より推薦した保護司

（

海
野
・
記
）

平成２５年度 三者合同研修会・懇親会 ： ９月２６日(木)　研修会15：00 ～17:00　懇親会17:30～19:30　・ 紀三井寺はやし　

　
ネ
ッ

ト
社
会
の
真
っ

只
中
で
暮
ら

接
し
方
」

を
テ
ー

マ
と
し
た
お
話
で

分
か
り
や
す
く
、

且
つ
熱
情
に
溢
れ

る
内
容
の
９
０
分
間
で
し
た
。

向
き
合
っ

て
い
る
先
生
の
実
践
的
な

お
話
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

は
非
常
に
「

キ
レ
や
す
い
」

と
い
う

　
『

子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
時
に
は

十
分
承
知
し
た
上
で
、

何

徒
指
導
の
オ
ー

ソ
リ
テ
ィ
ー

で
す
。

執
り
な
が
ら
、

生
徒
指
導
に
全
身
全

霊
で
打
ち
込
ま
れ
、
「

市
和
商
に
田

す
子
供
達
の
生
々
し
い
話
は
、

ス
マ

ホ
や
ラ
イ
ン
等
と
は
縁
遠
い
私
達
世

代
?
に
は
、

理
解
を
超
え
、

驚
く
こ

と
ば
か
り
で
し
た
。

し
か
し
、

そ
ん

な
子
ど
も
た
ち
と
日
々
真
剣
勝
負
で
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出
席
。

用
意
し
て
い
た
配
布
物
品
も

足
り
な
く
な
り
，
満
席
と
な
っ

た
。

　
今
回
の
講
師
に
は
、

和
歌
山
市
立

少
年
セ
ン
タ
ー

の
田
野
岡
セ
ン
タ
ー

野
岡
あ
り
」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
生

長
を
お
招
き
し
た
。

同
氏
は
３
年
間

の
中
学
校
勤
務
の
後
、

市
立
和
歌
山

商
業
高
校
（

現
市
立
和
歌
山
高
校

)

に
移
ら
れ
、

以
来
２
６
年
間
教
鞭
を

更
生
保
護
女
性
会
会
員
、

民
生
・
児

童
委
員
、

自
治
会
役
員
等
９
９
名
が

　
講
演
は
、

パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
使

い
な
が
ら
、

現
在
所
属
さ
れ
て
い
る

や
業
務
内
容
の
説
明
と
、
「

今
時
の

和
歌
山
市
立
少
年
セ
ン
タ
ー

の
組
織

　
去
る
7
月
1
7
日
、

和
歌
山
県
立

図
書
館
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
（

紀
の

国
志
学
館
）

研
修
室
に
於
い
て
恒
例

と
な
っ

て
い
る
南
支
部
社
明
講
演
会

が
開
催
さ
れ
た
。

平成２５年度 和歌山県更生保護功労者顕彰式： １０月２９日(火)　1３：00 ～1６:00　・ ホテルグランビア和歌山　

　・北支部役員会　：　９月９日(月)　13:30～15:00・サポートセンター　／　支部役員

　
支
部
内
９
小
学
校
区
内
の
保
護
司

　
恒
例
の
「

西
支
部
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
・
ミ
ニ
集
会
」

が
、

今
年
度
は
、

中
ノ
島
地
区
を
対
象

相
談
に
応
じ
た
り
、

社
会
復
帰
へ

に
日
頃
か
ら
、

仕
事
や
住
ま
い
の

う
こ
と
。

検
察
庁
で
も
受
刑
者
等

　
検
察
庁
単
独
で
独
自
捜
査
を
行

つ
い
て
お
話
し
を
頂
き
ま
し
た
。

お
け
る
再
犯
防
止
の
取
組
み
」

に

査
官
の
児
玉
様
よ
り
「

検
察
庁
に

会
、

更
生
保
護
女
性
会
、

民
生
・

中
ノ
島
地
区
会
館
に
地
区
の
婦
人

　
7
月
2
9
日

(

月
）

午
後
7
時

に
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

つ
い
て
、

続
い
て
検
察
庁
統
括
捜

谷
様
よ
り
「

検
察
庁
の
業
務
」

に

地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課
長
の
新

　
講
演
内
容
は
、

始
め
に
和
歌
山

わ
せ
て
６
７
名
が
集
い
ま
し
た
。

児
童
委
員
、

保
護
司
の
方
々
、

合

 第
6
3
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
・
南
支
部
講
演
会
 

少
年
達
の
現
状
と
関
わ
り
方
接
し
方

 

北支部第６３回社会を明るくする運動

パームシティで 
「社明街頭広報活動」 
実施しました。 

 

周知物品に「一声」そえて 
 ３０名が汗を流す。 

       

 
北
支
部
 

 
 
加
太
地
区
で
 

 
ミ
ニ
集
会
を
開
催
 

 7月29日（月）  

西支部ミニ集会 
  【中ノ島地区の巻】 


